
試験湛水開始１０日目の様子 ２０１２．１．２０ 
 
県道倉谷土清水線から見た全景 

 
 
辰巳用水への流れ 

 
 



県道倉谷土清水線から見た堤体 

 
 
県道倉谷土清水線から堤体裏側を望む 

貯水位は１２２ｍ付近。満水まで１０ｍ。上段常用洪水吐きの一部が水没。 

 
 
 



左岸のあいおいおおはしから堤体を望む 

 
 
鴛原超大規模地すべり地全景 

鉄塔の横のボーリング穴で傾斜を毎日、観測している。地すべりの兆候がないかを調べる

ためである。 

 
 



鉄塔部分の拡大とその付近の斜面の様子 

法枠ブロックの上部の斜面の崩壊が続いている。傾斜の観測は、鉄塔下部の右側付近。 

 
 
傾斜を観測している様子 

 
 
 



瀬領の全景 

左岸から望む。瀬領地区１８世帯の家屋が集中している。地すべりに関して監視されてい

ない。 

 
 
熊走大橋の左岸側の崩壊 

 
 



城力の斜面の崩壊 

ダム湖周辺の斜面は崩れやすい。 

 
 
流木止め工 

高さ５ｍ、長さ３１ｍ。城力の斜面の崩壊の横。穴あきダムの穴の閉塞を防止するための

もの。川の流水を阻害する障害物に対しては厳しい規制をしている河川管理者が自ら、障

害を造る矛盾(-_-;)。穴あきダムが自然にやさしいと説明するが。 

 


